


口蓋前方部から全てが始まる
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源流からの不正咬合のフローチャート

源流からの不正咬合フローチャート

　図1は、誕生から不正咬合が生じるまでのフローチャートで、筆者の作図です。ゼロ歳からの不正咬合の要因を表しています。赤字部分（○△V）が 3歳までにできあがる口蓋前方部の形です。
　この口蓋前方部は咀嚼・嚥下機能の獲得、さらには呼吸・姿勢など口腔を取り巻く環境に影響されて形づくられます。全ての歯並び咬合がここから始まるのです。
　〇型口蓋の子どもは順調な歯並び咬合となるでしょう。何か不都合があっても修正改善は容易です。一方、V型口蓋や△型口蓋の前途は多難です。
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歯列の違いはなぜ、生じるのか？
口蓋前方部の形態は３つに分けられる
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口蓋前方部の形（切歯骨の大きさ）によ
る配列の違いを見て下さい

口蓋前方部の発育の違いによる口蓋の形

子どもの
口蓋前方部の形に注目

分類する

　下記の図1a~cの歯列を見てください
。上顎前歯がきれいに配列している歯列

（図1a）と、凸凹の叢生の歯列です（図
1b、c）。なぜ、この違いが生じたのでしょ

うか？

　この原因は口蓋前方部の形、すなわち
切歯骨の大きさ＝発育の違いにあります

。

　筆者は口蓋前方部の形を発育の違いに
より、

〇型口蓋
△型口蓋
V型口蓋

　に分類しています。
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図2　詳細は、参考文献
1、2）を参照。
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